
新
刊
紹
介
一

藤
原
与
　
1
　
先
生
著

「
私
の
国
語
教
育
学
」

藤
原
与
一
先
生
の
「
国
語
教
育
学
」
は
、
ど
の
よ

う
な
お
立
場
か
ら
の
'
ど
の
よ
う
な
目
的
・
内
容
・

方
法
・
体
系
か
ら
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
既
出
の
「
国
語
科
教
育
学
」
　
「
国
語
教
育

学
」
　
「
言
語
教
育
学
」
を
志
向
し
た
試
案
・
試
論
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
生
は
'
序
説
　
私
の
国
語
教
育
学
(
-
国
語
教

育
学
へ
の
思
慕
)
　
で
'
「
倫
理
と
愛
惜
と
に
つ
ら

ぬ
か
れ
た
教
育
作
用
の
い
る
こ
と
へ
ま
た
そ
の
認
識

の
い
る
こ
と
」
　
(
1
 
1
ペ
)
を
強
調
さ
れ
、
言
語
倫
理

槻
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
さ
れ
た
「
教
育
倫
理
学
」
の
さ

さ
え
の
も
と
に
、
「
国
語
学
・
国
文
学
を
根
品
と
す

る
国
語
教
育
学
を
考
え
た
い
。
そ
の
'
国
語
学
国
文

学
の
根
基
は
'
一
元
的
に
、
国
語
学
的
根
基
に
深
め
ら

れ
る
か
と
思
う
。
」
　
(
1
3
ペ
)
と
し
て
、
国
語
教
育

学
の
た
め
に
、
専
門
学
の
根
拠
の
必
要
を
説
か
れ

「
私
は
、
方
言
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
単
純
な
国
語
学

的
見
地
に
は
引
か
れ
な
い
で
、
い
わ
ば
こ
だ
わ
り
な

し
の
見
地
で
'
国
語
教
育
学
の
根
基
を
言
お
う
と
す

る
。
」
　
(
1
4
ペ
)
と
'
お
立
場
を
述
べ
て
い
ら
れ

る
。こ

の
序
説
を
う
け
て
、
本
論
が
'
前
・
後
編
、
全

十
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

〔
前
編
〕
学
問
原
理

第
7
輩
　
基
礎
の
学

第
二
章
　
国
語
表
現
の
学
と
そ
の
構
造

第
三
章
　
抑
揚
論

邦
　
　
　
芯
-
.
'
-
詣

第
五
章
　
国
語
教
育
学
の
動
的
基
底

〔
後
編
〕
指
導
原
理

第
六
輩
　
国
語
教
育
感
覚

第
七
章
　
作
文
の
原
理
と
作
文
教
育
の
原
理

第
八
章
　
読
解
の
原
理
と
読
解
教
育
の
原
理

第
九
輩
　
「
話
す
」
の
原
理
と
「
話
す
生
活
」
教

育
の
原
理

第
十
章
　
「
聞
く
」
の
原
理
と
「
聞
く
生
活
」
教

育
の
原
理

国
語
教
育
の
学
問
原
理
と
し
て
、
1
元
的
な
国
語

国
文
の
学
、
す
な
わ
ち
国
語
表
現
の
学
を
求
め
ら
れ

た
先
生
は
、
そ
の
表
現
の
学
の
力
学
的
な
構
造
と
し
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ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

て
、
抑
揚
論
と
意
味
論
の
二
つ
の
柱
を
兄
い
出
さ

れ
、
「
国
語
表
現
の
学
が
'
『
抑
揚
論
+
意
味
論
』

の
構
造
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
国
語
教
育
学
は
'

動
的
な
体
系
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
(
2
8
ペ
)

と
先
生
独
自
な
国
語
教
育
学
探
究
の
到
達
を
述
べ
ら

れ
、
両
者
秒
相
互
間
逆
に
よ
る
動
的
基
底
に
即
し

て
、
実
践
原
理
、
す
な
わ
ち
後
編
の
国
語
生
活
指
導

の
指
導
原
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

結
章
　
国
W
.
e
教
育
研
究
無
限
　
で
は
'
抑
揚
観
に

よ
る
人
間
教
育
・
心
の
こ
と
ば
・
論
理
的
明
確
の
三
点

を
強
調
さ
れ
た
後
へ
　
「
こ
れ
の
発
表
に
の
ぞ
ん
で
、

今
の
き
わ
に
ま
た
へ
私
は
、
改
稿
を
思
う
こ
と
し
き
り

で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
国
語
教
育
研
究
無
限
と
の
感

が
深
い
。
」
　
　
ペ
)
と
結
ん
で
い
ら
れ
る
.

日
々
'
国
語
教
育
・
教
室
実
践
に
た
ず
さ
わ
る
私

ど
も
は
'
先
生
に
ど
う
お
こ
た
え
し
て
い
-
か
。
覚

悟
を
あ
ら
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
昭
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